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「子ども達に教えられました」 

 

金平県は、雲南省の省都昆明から

マイクロバスで 473 ㎞、１３時間の

道のりでした。 
山を登り、谷を下り山々を越えて

雲を突き抜けたところに、世界遺産

間近の広大な棚田が広がり、実り豊

かな秋を迎えていました。 
水牛が重要な労働力でした。 

生活は確かに貧しい。でも大自然に包

まれて生きている子ども達の瞳は、希望

に輝いていました。校長先生も 30 代の若

さですが威厳がありました。 
 授業の前は道徳を教える。「人間とし

ての教育」を怠らないようにしています。

との校長先生の言葉に脱帽しました。 
謝謝。 

 

新校舎まで整列して熱烈歓迎してくれた生徒達 落成を祝して福岡から持参した「ジェット風船」をみんなで大空へ！！ 

9 月 1 日~6日 
5 泊 6 日の旅でした 

皆さんのお陰です。謝謝。 
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中華人民共和国・雲南省 
雲南省・金平県 雲南省・金平県の概要 

 
 雲南省は、ベトナム

との国境に位置し、面

積は 39.4 万 k ㎡で、日

本より広い。94%が山

間部。人口は、4144 万

人。少数民族が多い地

域。 
金平県の面積は、

3677k ㎡、人口は31.6
万人でその半数は、貧

困世帯。気候は常春。

棚田で、うるち米、お

茶を栽培。日本のルー

ツといわれる。 

「学校ができるまで」  
「21 世紀を担う子どもの健全な育成を願う会」は、1999

年 12 月に結成され、日中国交 30 周年を記念して中国に学

校を寄贈しようと活動を開始。 
プリペイドカードや書き損じ葉書を回収し換金。廃油石

鹸などを作り、各地で50 会場以上のバザーを開きました。

新開県議の自宅でもバザーを 2 回開きました。約 5 万人の

方たちの協力を得て、収益金の合計は、なんと 900 万円に

達しました。 
2001 年早々、在福岡中国総領事館と連携し、雲南省金平

県に学校を寄贈することが決定。2001 年 4 月と 11 月の 2
回、現地を視察。 
 ついに金平県に 2 つの小学校を寄贈することが出来まし

た。その名前を福岡金平桜花希望小学校[鉄筋 4 階建]、福岡

太陽寨桜花希望小学校[鉄筋 2 階建]とつけました。 
今回は、福岡金平桜花小学校の落成式に人民政府から招

待され代表 11 人で現地を訪問。 
新開県議は、その活動をサポートしている者として、ま

た、会の顧問ということで 9 月 1 日から 6 日間の日程で参

加いたしました。 

新 開県 議 の自宅前で学校 建設バ ザー を開催 

家 庭 訪 問 し て 親 子 と 歓 談 す る 新 開 県 議 

9/1 日 15:00 福岡発   
23:30 昆明着 2 時間 30 分遅れ金龍飯店着・泊 
    

9/2 月 7:30 中国外交部と朝食会 金龍飯店 
8:30バス移動開始 
13:00 雲南省人民政府主催昼食会 十号楼賓館 
19:30 金平県着 13 時間かかって到着 
20:00 金平県人民政府主催歓迎宴 西陵飯店・泊 
 

9/3火 9:15 福岡金平桜花希望小学校落成記念式典 
10:00 福岡太陽寨桜花希望小学校訪問 
14:00 十里村にて家庭訪問  
20:00 訪問団主催の答礼宴    西陵飯店・泊 

9/4 水 8:10 金平県発 バス移動開始 
12:20 雲南省人民政府主催昼食会 十号楼賓館 
19:00 昆明 金龍飯店着・泊 

 
    土砂崩れのため麻栗坡訪問を断念・日程変更 
9/5 木 8:45 雲南省婦女連との意見交換 

17:40 昆明発 
19:10 広州着        広州機場賓館泊 
 

9/6 金 9:30 広州発 
13:50 関空着 
17:30 関空発 
19:00 福岡着 
 

 

第二次 福岡金平桜花希望小学校訪問団日程  

団の構成 団長 児島紀代子、副団長 川辺敦子、渡辺裕江、秘書長 荻野昌子 
団員 後藤敦子、豊島昌子、藤原伊代子、篠原ヤエ子、長岡啓子、顧問 新開昌彦 旅行社西尾武文 以上 11 名 


